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令和２年３月定例教育委員会会議録 

 

 

1．開催日時 ： 令和２年３月２７日（金） １５時００分から１６時１５分まで 

2．会  場 ： 臼杵市役所 臼杵庁舎３階 ３０１会議室 

3．出席委員 ：  教育長            斎藤 克己 

教育長職務代理者       垂井 美千代 

         委 員            渡辺 義弘   

委 員            安東 雅幸 

委 員            神田 岳委 

   

4．出席職員           

教育次長兼教育総務課長   甲斐 尊   学校教育課長      後藤 徳一 

社会教育課長        大戸 敏雄  文化・文化財課長    川野 徳明  

学校給食課長        安東 信二  教育総務課総括課長代理 麻生 幸誠  

学校教育課総括課長代理   瀧澤 愛   社会教育課総括課長代理 安藤 隆文 

文化・文化財課総括課長代理 神田 高士  教育総務課主査     米木 淳子  

教育総務課主事       加藤由梨花   

 

  

5．傍聴人          木村 公治 

 

 

1．開会宣言 

（事務局） 

開会に先立ちまして、本日の出席者の報告を行います。本日、欠席者０名で、出席者

が過半数に達しましたので、臼杵市教育委員会会議規則第３条の規定により本会は成立

となりました。以上、報告いたします。 

 

（教育長） 

開会に先立ち、ここで事前に皆さんにお諮りいたします。本日の委員会について、１名の

方から、会議を傍聴したいという申し出があります。傍聴に関しては、臼杵市教育委員会会

議傍聴規則第２条の規定により、どなたでも教育長の許可を受ければ傍聴できることにな

っています。 
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傍聴は、教育長の許可制ですが、教育委員皆さんの了解があれば許可するということにし

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（委員  許可） 

 

それでは、傍聴を許可するということにいたします。 

 

（傍聴者 入場） 

 

これより臼杵市教育委員会、令和２年３月定例会を開催いたします。本日の委員会の会期

は、本日限りといたします。次に、会議録署名委員に、渡辺委員と垂井委員の２名を指名い

たします。 

 

今回の日程のうち、「報告第３号」の「専決処分の承認を求めることについて」（教職員

（小・中学校）の内申について）を非公開としたいので、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第１４条第７項に基づき、採決を行います。賛成の委員は挙手をお願いします。 

 

（委員  挙手あり） 

 

３分の２以上の挙手がありましたので、公開しないこととします。 

 

2．教育長報告 

（教育長） 

それでは、次第に沿って、２の教育長報告をいたしたいと思います。 

今月は、新型コロナウイルス一色で、色々な行事が中止あるいは延期となりました。 

卒業式も縮小、修了式・離任式も中止、白寿大学・亀城大学・亀城学園の卒業式、閉級式

も中止という３月でした。 

 ２日 ・市内小中学校臨時休校（新型コロナウイルス対策） 

      ２月末に国・県より要請があり、３月２日から臨時休校となりました。この日 

は、高校と支援学校の卒業式が規模を縮小して実施されています。 

３日 ・３月定例議会開会（～２５日） 

     終了後、議会の全員協議会の中で、今回の臨時休校について説明をさせていた 

だきました。 

    ・定例校長会 

      新型コロナウイルス対策ということで、休校について触れさせていただきま 

した。 
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５日 ・臨時教育委員会 

     人事異動の内申ということで、ご協議いただきました。指導方針、新型コロナ 

    ウイルスについてもお話いただきました。 

７日 ・市内中学校卒業式 

     卒業生３００人でした。卒業生と保護者、教職員だけで規模を縮小して実施し 

ています。 

１０日 ・議会一般質問（～１２日） 

      匹田議員から、「新しい学校のあり方について」、「教育がどう変わっていくか」 

ということで、新学習指導要領の主だったところの説明をしました。 

 もう一点は、「校則の見直し、制服の状況について」です。いわゆる性的少数 

者に対する対応について質問がありました。特に臼杵市ではそのような対応を 

していませんので、その旨を答えました。 

 続いて、戸匹議員から「ＳＤＧｓの取り組み」ということで、「教育の取り組 

みについて、どのようなことをしているのか」の質問がありました。例えば川登 

小のごみ拾いや海辺小・北中のビーチクリーンアップ等の自然環境の取り組み 

があります。西中は今年、学校林の整備等もしようとしていました。このような 

ことが「ＳＤＧｓの取り組み」となるということでお答えをしています。 

 次の日には、内藤議員から、「学校の個別施設計画」、「スクールサポートスタ 

ッフについて」の質問がありました。個別施設計画については、学校の長寿命化 

計画で、現在、現況調査を進めています。もうすぐまとまると思うので、また報 

告したいと思います。「今後どういった計画になっていくのか」、「適正配置が関 

係ないのか」という質問でしたが、「当然、この現況調査を基に適正配置を検討 

していく必要がある」ということを答えています。スクールサポートスタッフに 

ついては、増員を県、国に要望していますがなかなか増えない状況です。ただ、 

「色々と工夫しながら教職員の負担軽減に繋がるような取り組みをしたい」と 

いうお答えをしています。 

 奥田議員からは、「先生の勤務実態とその対応について」ということで、「昨年 

９月から試行的に導入している、出退勤システムの状況と、今後どのような取り 

組みをしていくのか」という質問でした。出退勤システムで明らかとなった、先 

生たちの超勤の状況の説明をしました。かなり超勤をされている方もいらっし 

ゃいますので、「しっかり把握しながら、先生の働き方改革に結び付けていく」 

という旨のお答えをしました。それと後ほど提案させていただきますが、新年度 

から、「在校等時間の上限について検討していく」ということで答えさせていた 

だいています。 

１５日 ・臨時教育委員会 

      新型コロナウイルス対策で休校中ですが、学校再開についてご協議いただき 
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ました。今の状況の説明と、１９日に専門家会議の見解が出されるので、それを 

受けて、「２３日から学校再開をしたい」ということでご協議いただきました。 

結果的には、１９日に市内で感染者が出たということで、再開できませんでした。 

１６日 ・新型コロナウイルス感染予防対策本部会議 

      同じように、学校再開について対策本部会議での決定と、議会の予算委員会で 

も、２３日から再開したい旨の説明をしました。 

    ・臨時校長会 

     再開するときの注意点等を含めて説明をしました。 

１９日 ・市立幼稚園卒園式 

      今年は、臼杵幼稚園に行きました。垂井委員に野津幼稚園に行っていただきま 

     した。臼杵幼稚園は最後の卒園式でした。幼稚園は人数が少なかったので、規模 

縮小することなくできました。立派に育ったと思います。 

    ・臨時校長会 

      再開に向けて、授業の中でしてもらいたいこと等の話をしていましたが、終わ 

るくらいに市内で感染者が出たという情報がありました。もう帰られた方もい 

ましたが、もう一度集まってもらい、再開はできないということをお伝えしまし 

た。 

    ・新型コロナウイルス感染予防対策本部会議 

      市内の感染者を受けて、今後どうするかの協議をし、その日のうちにマスコミ 

に発表しています。 

    ・臨時教育委員会 

      最初から予定されていましたが、この時に、市内で感染者が出たことにつ 

いて説明をしました。 

２０日 ・新型コロナウイルス感染予防対策本部会議 

２１日 ・新型コロナウイルス感染予防対策本部会議 

      市内の感染者の状況等を踏まえて、今後どうするかの協議をしました。この時 

に、卒業式の取り扱いも協議し、「規模を縮小して実施する」ということに決定 

しました。ただ、修了式と離任式については「中止」ということにさせていただ 

だきました。 

２４日 ・小学校卒業式 

      無事１３校全校実施しました。規模を縮小して、それぞれ学校ごとに工夫をし 

ながら行いました。 

２５日 ・３月定例議会最終日 

      安東委員の教育長就任に対する同意と、最後に退任の挨拶をさせていただき 

ました。 

      この日に、市職員の異動内示もありました。 
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２６日 ・教職員の異動内示の公表 

２７日 ・定例教育委員会 

３１日 ・教委職員出向等辞令交付式 

    ・教職員退職者辞令交付式 

    ・市長部局への異動者出向辞令交付式 

 

以上で説明を終わります。補足等ありましたらお願いします。 

 

（垂井委員） 

 １９日に野津幼稚園の卒園式に行きました。本当に見違えるほど成長していて、話は頷い

て聞いていたし、背筋はきちんと伸びていて、返事は大きくて感動しました。１年間ですく

すく豊かに伸びた臼杵っこの姿を見てきました。 

 下南保育所の卒園式は青空卒園式で、園庭でしました。保護者も間隔を空けて、園児もみ

んな参加をして、とても感動的な良い卒園式ができました。みんなそれぞれの小学校に行き

ますが、「青空卒園式だった」ということが、園児たちの心の中に刻まれて卒園していくと

思います。素晴らしいと思いました。 

 ２５日だったと思いますが、小学校の６年生の保護者が、修了式も離任式もないというこ

とを聞いて、「修了式は学年が上がるだけなのでよいです。でも、長い間お世話になった先

生たちに感謝を言う離任式がないというのは悲しい。離任式だけでもしてください。」と言

ってきました。別の親からも同じようなことを言われました。教育長は、「学校はあくまで

も子どもが中心で、修了式をしないのに、先生たちが中心となる離任式をすることはできな

い。」ということで、教育長の立場でのご配慮だろうと思いましたが、たまたま２人の保護

者から、「先生方に感謝を伝える式をしてほしい」と言われて、教育長のご配慮にも感動し

ましたが、それ以上に私は、「保護者はこんなことを言ってくださるんだ」と思うと嬉しく

てたまりませんでした。 

 

（教育長） 

 ありがとうございました。その他、質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

3．協議事項 

（教育長） 

これより「次第３．の協議事項」に入りますが、「報告第３号」に入る前に、傍聴者の退場

を命じます。 
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（傍聴者 退場） 

 

（教育長） 

それでは、これより、議案審議に入りますが、その前に、傍聴者の入場を許可します。 

 

（傍聴者 入場） 

 

（教育長） 

それでは、第２２号議案の「臼杵市学校管理規則の一部改正について」説明をします。 

 

（学校教育課長） 

 第２２号議案 臼杵市学校管理規則の一部改正について 

 臼杵市教育長に対する事務委任規則（平成１７年臼杵市教育委員会規則第６号）第１条第

２号の規定に基づき議決を求めるものです。 

 臼杵市学校管理規則の一部を改正する規則 

 

臼杵市学校管理規則（平成１７年臼杵市教育委員会規則第１８号）の一部を次のように改

正する。 

第３条第２項中「８月３１日」を「８月２４日」に、「９月１日」を「８月２５日」に改

める。 

 第１学期、変更前は「４月１日から８月３１日まで」でしたが、変更後は「４月１日から

８月２４日まで」とします。 

 第２学期、変更前は「９月１日から１２月３１日まで」でしたが、夏休み短縮の関係で、

変更後は「８月２５日から１２月３１日まで」とします。 

 理由としては、教職員の働き方改革及び令和２年度から小学校外国語活動が教科となる

ことに伴い、授業時数の確保を行うため、夏季休業日の短縮を行う必要があるためです。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

（教育長） 

 第２２号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 



7 
 

 

次に、第２３号議案の「臼杵市学校給食センター学校給食会計取扱要綱の一部改正につい

て」説明をします。 

 

（学校給食課長） 

 第２３号議案 臼杵市学校給食センター学校給食会計取扱要綱の一部改正について 

 臼杵市教育長に対する事務委任規則（平成１７年臼杵市教育委員会規則第６号）第１条第

２号の規定に基づき議決を求めるものです。 

 今回の改正の理由としては、給食費の徴収方法を現金徴収から口座振替に変更するため

です。併せて、２点改正がありますので説明します。 

 第６条第１項第３号を次のように改める。 

（３）幼稚園園児及び幼稚園に勤務する職員 年額 ４２，９００円 

 第６条第２項第２号中「２８０円」を「２７０円」に改める。 

 今まで、臼杵幼稚園と野津幼稚園は、給食費の徴収方法が違っていました。臼杵幼稚園は、

パンと牛乳は給食費に含めず、直接園が徴収していた関係で金額が変わっていました。今回、

臼杵幼稚園が閉園となりますので、野津幼稚園の金額に変更することとしています。 

 また、中学校の１食あたりの単価を、今まで「２８０円」で設定していましたが、年額を

割り戻した時に、小学校に比べて１０円割高となっていましたので、併せて「２７０円」に

改正するものです。 

 これ以外の文言の改正についてですが、現行、臼杵学校給食センターは、「保護者が現金

を学校に持ってきて、学校が取りまとめて給食センターに振り込む」、野津学校給食センタ

ーは、「保護者が直接口座振替か納付書で納める」というものですが、来年度からは保護者

が一律で「口座振替または、納付書で給食センターに納める」という形に変えますので、仲

介をしていただいていた「学校」の文言を削除する改正となっています。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。臼杵幼稚園がなくなるということと、臼杵の給食センターの給食費

を口座振替に変える関係で、要綱を修正したものです。これについて、質疑等がありました

らお願いします。 

 

（意見なし） 

 

（教育長） 

 第２３号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 
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次に、第２４号議案の「臼杵市部落差別解消推進・社会人権教育指導員の委嘱について」

の説明をします。 

 

（社会教育課長） 

第２４号議案 臼杵市部落差別解消推進・社会人権教育指導員の委嘱について 

臼杵市部落差別解消推進・社会人権教育指導員を委嘱することについて、臼杵市教育長に

対する事務委任規則（平成１７年教育委員会規則第６号）第１条第１項第１６号の規定に基

づき議決を求めるものです。委嘱する指導員については、別紙に記載しています。任期は、

令和２年４月１日～令和３年３月３１日までです。理由としては、臼杵市部落差別解消推

進・社会人権教育指導員の任期満了に伴い、新たに委嘱する必要があるためです。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

（教育長） 

 第２４号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

 次に、第２５号議案の「臼杵市社会教育指導員の委嘱について」説明をします。 

 

（社会教育課長） 

 第２５号議案 臼杵市社会教育指導員の委嘱について 

 臼杵市社会教育指導員を委嘱することについて、臼杵市教育長に対する事務委任規則（平

成１７年教育委員会規則第６号）第１条第１項第１６号の規定に基づき議決を求めるもの

です。委嘱する指導員については、別添資料をご覧ください。委員の任期については、令和

２年４月１日～令和３年３月３１日までです。改正の理由としては、臼杵市社会教育指導員

の任期満了に伴い、新たに委嘱する必要があるためです。２名が新任です。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 
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（教育長） 

 第２５号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

次に、第２６号議案の「臼杵市協育コーディネーターの委嘱について」説明をします。 

 

（社会教育課長） 

 第２６号議案 臼杵市協育コーディネーターの委嘱について 

 臼杵市協育コーディネーターを委嘱することについて、臼杵市教育長に対する事務委任

規則（平成１７年教育委員会規則第６号）第１条第１項第１６号の規定に基づき議決を求め

るものです。委嘱する指導員については、別添資料をご覧ください。委員の任期については、

令和２年４月１日～令和３年３月３１日までです。理由としては、臼杵市協育コーディネー

ターの任期満了に伴い、新たに委嘱する必要があるためです。２名が新任です。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

（教育長） 

 第２６号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

 次に、第２７号議案の「国宝臼杵磨崖仏保存修理委員会委員の委嘱について」説明をしま

す。 

 

（文化・文化財課長） 

 第２７号議案 国宝臼杵磨崖仏保存修理委員会委員の委嘱について 

 臼杵市教育長に対する事務委任規則（平成１７年臼杵市教育委員会規則第６号）第１条第

１３号の規定に基づき議決を求めるものです。「国宝臼杵磨崖仏保存修理委員会要綱」第３

条の規定に基づき、令和２年４月１日付で委嘱するものです。委員は６名です。理由として

は、国宝臼杵磨崖仏保存活用計画を策定するため、国宝臼杵磨崖仏保存修理委員会委員の委

嘱が必要であるためです。任期ですが、川野邉さんについては、令和３年３月３１日までと
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なっています。他の方については、令和４年３月３１日までの２年間となっています。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

（教育長） 

 第２７号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

次に、第２８号議案の「臼杵市幼保小連携推進コーディネーターの委嘱について」説明を

します。 

 

（学校教育課長）  

 第２８号議案 臼杵市幼保小連携推進コーディネーターの委嘱について 

 臼杵市幼保小連携推進コーディネーターを委嘱することについて、臼杵市教育長に対す

る事務委任規則（平成１７年教育委員会規則第６号）第１条第１項第１６号の規定に基づき

議決を求めるものです。理由としては、臼杵市幼児教育基本方針“臼杵っこ育ての羅針盤”

の周知徹底を図り、幼児教育と小学校教育の滑らかな接続を図るため、コーディネーターを

委嘱する必要があるためです。４名のうち新任が１名です。望月さんが新任の方で、読書の

まちづくりに関わって、幼保小のコーディネーターの役割を担っていただきたいと考えて

います。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

（教育長） 

 第２８号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

 次に、第２９号議案の「臼杵市幼児教育アドバイザーの委嘱について」説明をします。 
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（学校教育課長） 

 第２９号議案 臼杵市幼児教育アドバイザーの委嘱について 

 臼杵市幼児教育アドバイザーを委嘱することについて、臼杵市教育長に対する事務委任

規則（平成１７年教育委員会規則第６号）第１条第１項第１６号の規定に基づき議決を求め

るものです。理由としては、臼杵市幼児教育基本方針“臼杵っこ育ての羅針盤”の周知徹底

を図り、幼児教育の充実発展を図るため、アドバイザーを委嘱する必要があるためです。５

名のうち、新任が１名です。新任の安東さんについては、家庭教育の立場から幼児教育をコ

ーディネートしていただきたいと考えての委嘱です。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

（教育長） 

 第２９号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

次に、第３０号議案の「臼杵市３つのきょう育振興監の委嘱について」説明をします。 

 

（学校教育課長） 

 第３０号議案 臼杵市３つのきょう育振興監の委嘱について 

 臼杵市３つのきょう育振興監を委嘱することについて、臼杵市教育長に対する事務委任

規則（平成１７年教育委員会規則第６号）第１条第１項第１６号の規定に基づき議決を求め

るものです。理由としては、３月の臨時教育委員会でもお伝えしましたが、臼杵市の芯の通

った学校組織をもとにした「チーム学校」の実現に向けた学校教育の振興を図るため、３つ

のきょう育振興監を委嘱する必要があるためです。３月末に臼杵小学校の校長を最後に退

職される、桑原先生への委嘱をお願いするものです。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 
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（教育長） 

 第３０号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

 次に、第３１号議案の「臼杵市立学校等の教育職員の在校等時間の上限等に関する方針を

定めることについて」説明をします。 

 

（教育次長兼教育総務課長） 

 第３１号議案 臼杵市立学校等の教育職員の在校等時間の上限等に関する方針を定める

ことについて 

 臼杵市立学校等の教育職員の在校等時間の上限等に関する方針を定めることについて、 

臼杵市教育長に対する事務委任規則（平成１７年臼杵市教育委員会規則第６号）第１条第１ 

号の規定に基づき、議決を求めるものです。これについては、先日の臨時教育委員会で予告 

という形でご説明しましたので、ここでの説明は簡略化します。国が給特法の改正に基づ 

いて、「教育委員会において教職員の上限等に関する方針を定めることとする」という改正 

を、昨年の１２月に行いました。これに基づき、県教委については、２月２５日に県立学校 

の上限を定めました。各市町村教育委員会においては、県の指導等もあり、「３月中に各市 

町村における上限等の方針を定めなさい」ということでしたので、今回の提出に至っていま 

す。 

内容については、先般の臨時教育委員会で説明しましたので、主なところだけ改めて説明 

します。資料をご覧ください。 

（２）上限時間の原則（規則第１０条の２の３第１項） 

 臼杵市立学校の教育職員の在校等時間から所定の勤務時間（給特法第６条第３項各号に 

掲げる日（代休日が指定された日を除く。）以外の日における正規の勤務時間をいう。以下 

同じ。）を除いた時間を、以下に掲げる時間の上限の範囲内とするため、教育職員の業務量 

の適切な管理を行う。 

①１箇月の時間外在校等時間  ４５時間以内 

②１年間の時間外在校等時間 ３６０時間以内 

ということで、「１箇月の超勤時間を４５時間以内、１年間については、３６０時間以内に

しなさい」というものです。 

 これを実現する為の教育委員会の取り組みについてですが、基本的には、今試行期間で行

っている出退勤システムで管理します。先生方の超勤時間の平均としては、３０数時間です

が、個別で見ると、教頭先生方を中心に４５時間を超えて、多い方は８０時間、１００時間

という方もいらっしゃいます。そのような方々について教育委員会では、資料にもあります

が、「８０時間を超えた教育職員が希望する場合等には、医師による面接指導を実施するこ
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と。」等の具体的な対応を行っていきたいと考えています。これについては、また新たに４

月中に「臼杵市立学校職員の長時間勤務者に対する健康管理等対策実施要項」等を策定し、

対応したいと思っています。この上限方針については、４月２日の臨時校長会で同様にお知

らせしたいと思います。なかなか今の超勤の実態を見ると、すぐに是正できる内容ではあり

ませんが、校長先生方には「できることを学校現場でしていただきたい」とお願いしたいと

思います。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

（教育長） 

 第３１号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

次に、第３２号議案の「障がい者活躍推進計画を定めることについて」説明をします。 

 

（教育次長兼教育総務課長） 

 第３２号議案 障がい者活躍推進計画を定めることについて 

 障がい者活躍推進計画を定めることについて、臼杵市教育長に対する事務委任規則（平成

１７年臼杵市教育委員会規則第６号）第１条第１号の規定に基づき、議決を求めるものです。

理由としては、令和元年度に改正された「障害者の雇用の促進等に関する法律」第７条の３

第１項の規定に基づき、障がい者の活躍の場の拡大のための取り組みを不断に実施する等、

自律的なＰＤＣＡサイクルを確立できるよう、障がい者活躍推進計画の策定が義務付けさ

れたことに伴い、同計画を定める必要があるためです。 

 障がい者活躍推進計画を定めるに至った背景ですが、２０１８年に、厚労省や国の機関が

障がい者の法定雇用率を守ろうとするために、本来障がい者としてはカウントしてはいけ

ない方を入れて、達成しようとしたことがあります。県教委でも同様な事案があり、このよ

うなことを二度と繰り返さないために、そして障がい者の雇用を継続的に進めるために、こ

の推進計画を立てたことが背景にあります。 

 資料をご覧ください。目標として、「法定雇用率以上の維持」ということで掲げています。

現状、法律に基づき定められている教育委員会部局の法定雇用率は、２．４％となっていま

す。これに対して、臼杵市教育委員会の現状は、令和元年６月１日現在で４．４８％という

ことで、現状、法定雇用率は達成しているところです。身体障がい者の定義は、「身体障が
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い者手帳を持っている方」ということになっています。その中でも、１、２級の重度身体障

がい者は、２倍にカウントすることとなっています。そのようなこともあり、現状教育委員

会では、法定雇用率は達成しているということになります。 

 取り組み内容の組織面として、「障がい者雇用推進者として、教育総務課長を選任する」

となっています。私が中心となり、この障がい者雇用の推進に取り組んでいきます。 

 

（教育長） 

 あくまで、市雇用の教育委員会の職員です。基本的に総務課が主体となりますので、総務

課と調整して、計画を作り上げています。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（垂井委員） 

 質問ではありませんが、障がい者雇用ということに関して「虹色のチョーク」という本が

あります。教育委員会の方に是非お読みになっていただきたいです。各学校にも配っていま

す。 

 

（教育長） 

 ありがとうございます。第３２号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

次に、第３３号議案の「ＩＣＴ活用教育推進プラン２０２０の策定について」説明をしま

す。 

 

（学校教育課長） 

第３３号議案 ＩＣＴ活用教育推進プラン２０２０の策定について 

ＩＣＴ活用教育推進プラン２０２０の策定について、臼杵市教育長に対する事務委任規

則（平成１７年臼杵市教育委員会規則第６号）第１条第１号の規定に基づき、議決を求める

ものです。理由としては、国のＧＩＧＡスクール構想に基づく教育の情報化に向けた、児童・

生徒一人１台端末整備を実現するための環境整備が求められる中、本市においても、当該事

業の推進の方針を定めた「ＩＣＴ活用教育推進プラン２０２０」を策定する必要があるため

です。令和２年度から令和５年度までの指針となっています。 

内容ですが、国、県の状況を確認して、市の状況という冊子の作り方をしています。 

国の方針を受けて、県の方針が決まっています。６ページには県の現状と課題を記載してい

ます。 

 大分県では、「情報社会を主体的に生き、未来の大分を創造する子どもたちの育成」を目

的に「大分県教育情報化推進プラン２０１６」を策定し、基本方針を「①子どもたちの情報
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活用能力の向上」「②教育の情報基盤の構築」「③教育情報化に向けた環境整備」の３点を掲

げ４年間取り組んできています。 

「①子どもたちの情報活用能力の向上」については、学習活動にＩＣＴを効果的に活用す

る場面を取り入れたり、教員のＩＣＴ活用指導力の向上等を取り組み内容としています。 

「②教育の情報基盤の構築」については、タブレット型端末や電子黒板を中心にＩＣＴ環

境の整備を進めているということが書いています。 

「③教育情報化に向けた環境整備」については、ホームページや「大分県教育庁チャンネ

ル」（ＹｏｕＴｕｂｅ）の充実ということで取り組んでいます。 

これが県の状況ですが、この県の状況を受けて８ページからが臼杵市の取り組みになり

ます。もちろん国の方針も受けていますが、県の方針に基づいた整備を進めていこうという

内容を記載しています。児童生徒一人１台パソコンの整備を目指すということで、これまで

も、「３クラスに１クラス分はあるように」ということで環境整備を進めてきており、その

内容については、８、９ページに記載をしています。１０ページからは、整備に基づいた臼

杵市の基本方針を記載しています。 

基本方針１ 子どもたちの情報活用能力の向上 

基本方針２ ＩＣＴ活用指導力の向上 

としています。この１と２は、先程県で示した基本方針１を、子どもと教員でわけているだ

けです。そして、県の基本方針２が臼杵市では基本方針３となり「教育の情報基盤の整備」

としています。そして、県では基本方針３となっていたところが臼杵市では基本方針４とし

て、「教育の情報化に向けた体制整備」ということで、内容としては県と同じ方針で情報教

育の環境整備を進めていこうとしています。１１ページ以降は、今紹介した４つの方針に基

づいた取り組みの内容を１９ページまで記載、最後の２０ページ、２１ページには、達成目

標等の記載となっています。この方針の下、環境が整っていけば、学校教育課でＩＣＴを活

用した教育内容の充実に向けて、今後さらに教育内容を検討していきたいと考えています。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。臼杵市はネットワーク整備については結構進んでいますが、一人１

台パソコンについてはこれからです。今プランを作っていますが、県から示されたものに、

臼杵市の現状を入れたものになります。県が取りまとめて県下一斉に整備していこうとい

うことなので、このようなプランを作りながら、県の整備に併せて臼杵市も行っていきます。

令和２年度から令和５年度までに、一人１台パソコンを進めていこうということです。質疑

等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

（教育長） 
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 第３３号議案については、承認してよろしいでしょうか。 

 

（委員承認） 

 

4．学力向上について 

（教育長） 

 これより、「４．学力向上」に移ります。「新型コロナ感染症による学校休校における未指

導対策について」説明をします。 

 

（学校教育課長） 

 別添資料をご覧ください。以前、臨時教育委員会でも少し紹介しましたが、臨時休校に伴

って、ほぼ１ヶ月分未指導状態が発生しました。その未指導分をどうするかについて、文科

省より指針が出されました。内容については、Ａ、Ｂ、Ｃとわかれています。 

「（Ａ）必ず指導が必要であるもの、（Ｂ）宿題や補充プリントで指導したとみなすことがで

きるもの、（Ｃ）履修済と判断してよいもの」にわけて、効率的に指導するように」という

指針の下、臼杵市でも取り組みを行いました。当初は「学校ごとにＡ、Ｂ、Ｃを作って再開

されたら指導していこう」という話をしていましたが、やはり、市の統一の指針を出した方

がよいだろうということから、各教員が学校の枠を超えて、学年ごとの会を開いて、指導内

容をどうするか話し合いをもって決めたものになります。 

 小学校１年生部会の内容ですが、国語、算数、その他（人権）が指導の必要があるという

ことになっています。当初は、「履修とみなしてよいのではないか」ということで「Ｃ」と

していましたが、やはり、話の中で「もう一度した方がよいだろう」ということで「Ａ」に

変えて、３時間取ろうということにしています。人権に関しても、やはり扱ったほうがよい

ということで、「新年度８時間、１年生の内容を２年生の最初の週にする」という確認がさ

れています。小学校４年生は、１２時間必要だろうという確認がされています。小学校６年

生については、進学する中学校区ごとに、集まって確認をしてもらいました。６年生につい

ては、やはり卒業を見据えて早めに指導をしていたためか、「（Ａ）必ず指導が必要なもの」

はないという判断です。毎年４月に行われている中１テストも、予定通り実施しようという

計画をしています。 

 中学校については、国語は学校ごとにしなければならないということで、学校ごとに記載

しています。社会、数学、理科等はまとめることが出来ています。この冊子を各学校に配布

して、未指導分が生じないように新年度のスタートが切れればと現在では予定しています。 

 

（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 
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（垂井委員） 

 非常に丁寧な取り組みだと思います。異動した先生方も、これを見て確認することができ

るし、臼杵市全体でどのように取り組んでいくかの話し合いもできているので、良いと思い

ます。是非生かされるようにお願いします。 

 

5．教育予算等について 

（教育長） 

 これより、「５．教育予算について」に入ります。「令和２年度当初予算」について、説明

いたします。 

 

（教育次長兼教育総務課長） 

 これについては、先般の教育委員会で教育予算の要求段階の説明をしました。結果として、

教育委員会が要求した予算については、市長に査定をしていただき、２５日の議会で議決を

いただきましたので、今回は主なものだけ説明させていただきたいと思います。 

 歳出のみの説明となります。 

３．フッ化物洗口実施事業 １，２２９千円 

   ４月から中学校と幼稚園で新たに実施することとなっています。 

８．ＩＣＴ活用教育推進事業 ３６，０００千円 

   主なものは、東中、南中、野津中におけるパソコン教室の機器購入費です。 

１４．教科書指導書（小学校） ２７，１０６千円 

   これは、新学習指導要領への対応に伴う教科書指導書の購入経費です。 

２５．東京オリパラ関連事業 ４，１４４千円 

２９．諏訪山体育館改修事業 ２３３，９４５千円 

   今年の７月から１２月に亘って改修工事を行う予定となっています。 

３４．市民会館大ホール吊天井改修事業 １９９，４０６千円 

４２．国史跡下藤キリシタン基地保存活用計画策定事業 ３，０３７千円 

４７．空調設備改修実施設計 ２，４２０千円 

４８．給食費口座振替業務 ３，９９９千円 

４９．給食センター調理業務委託 ７６，５６０千円 

   令和２年８月から調理委託業務を開始します。 

 補足です。 

４．小学校施設補修工事費 ６０，０００千円 

   資料には、下北小トイレの改修で４０，４８７千円計上しています。当初予算編成時 

においては、まだ国からの補正対応の予算が示されていませんでしたので、そのまま 

計上となっています。しかし、下北小トイレについては、３月の補正予算に前倒しで 

計上していますので、実質的には今回の当初予算からは抜けることとなっています。 
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（教育長） 

説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

 

（意見なし） 

 

6．その他 

（教育長） 

それでは、これより、「６．その他」に入ります。今回、特に各課からの報告事項は挙げ

られておりませんが、教育委員の皆様から何かございませんか。 

 

（安東委員） 

 心配なことが、来年度の始業式、小中学校の入学式を基本的にどのように考えているかと

いうことです。昨日の新聞では、８市町が４月８日始業式、９日、１０日入学式を規模縮小

して実施する等の方針が出ています。保護者の話では、早めに大体の方向がわかるとありが

たいということです。予定を見ると、４月２日に臨時校長会をもつということで、校長先生

方は、そのこと１点に絞ってお見えになると思っています。ここで、大体の方針を話してい

ただけると助かると思いますが、ここについてお聞かせ願えればと思います。 

 

（教育長） 

 始業式、入学式については、基本的に実施する方向で検討しています。先般、国から再開

にあたっての指針が出されましたが、県は検討がまだのようです。現在、臼杵市として、開

催にあたってどのようなことを注意しないといけないかを整理している状況です。本日、あ

る程度出せればよかったのですが、今はまだそのような状況になっていません。他の市町村

も、色々と工夫をしながらするようにしていますので、おそらく規模を縮小してするように

なるとは思いますが、するにしても、「どういった状態でするのか」という部分と、今まだ

落ち着いていないので、「仮に、もし発生した場合にはどうするのか」まで整理したうえで、

臨時の校長会等で示せればよいかなと思っていますので、ご了承いただければと思います。 

 

（安東委員） 

 自分なりに整理をしないといけないとは思っていますが、お願いしたいのは、マスクは目

に見える予防として絶対必要としたときに、この間議会で３０００枚布マスクを発注した

という話がありましたが、それがいつ届くのかとか、ＰＴＡも巻き込んでしていくことが重

要だと思っています。起こらないことが一番ですが、もし起こった場合に、子どもがなるの

か、先生がなるのか、保護者がなるのかというところもあるし、小中に子どもたちがまたが

っている時に、このクラスだけとかその学校だけでよいのか、ブロックで休校措置をしない
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といけないのかということの話も関係課でしていただいて、４月２日の午後にはある程度

お示ししないと、学校のスタートができないと思いますのでよろしくお願いします。 

 

（麻生総括課長代理） 

 マスクについては、始業式に間に合うようにということで、小学６年生を境に、大きいサ

イズ、小さいサイズにわけて、なるべくサイズが合うものをお渡しできるように、枚数を決

定し、保険健康課で３０００枚発注しています。おそらく始業式に間に合うと思いますので、

入学式等に使っていただけると思います。もし、メーカーの関係で間に合わなければ、小学

校については、給食用のマスクを持っていますので、それを使っていただくことも考えてい

ます。見込みでは間に合う予定です。 

 

（安東委員） 

 ありがとうございます。これは、学校だけで防げる問題ではないと思っていますし、広報

もしながら、全家庭で感染防止をするということを徹底しないといけないと思います。そう

しないと、もし起こった場合に差別事象に繋がったりもするので、よろしくお願いします。 

 

（神田委員） 

 入学式等はいいとしても、授業が始まった時点で、コロナウイルスにかかった場合の休暇

について、指針を出しておかないといけないと思います。今後おそらく、検査すれば出ると

いう状況になると思うので、その時に、当人がなった場合には何日間どうするのか、保護者

がかかった場合に子どもはどうするのか等、どの範囲までをどうするのかという、一定の指

針を作っておかないと、現場の先生方が混乱するのではないかと思っています。 

 

（教育長） 

 前回、子ども子育て課が「児童クラブで起こった場合」ということで、作ったものを参考

に整理しているところです。 

 

（教育長） 

これをもちまして、３月定例教育委員会を閉会します。  
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